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なぜ，日本では DX が十分に進まなかったのか？ 
 

株式会社ブレインパッド 取締役会長 Co-Founder 

高橋 隆史 氏 

この記事は，第 19 回情報システム学会 全国大会・研究発表大会（2023 年 12 月 9 日）

における基調講演の口述内容をまとめたものです． 

 

■はじめに 

皆さま，はじめまして．ただ今ご紹介に

あずかりました，ブレインパッドの共同創

業者で，今は取締役会長を務めている高橋

と申します．本日はよろしくお願いしま

す． 
前振りでだいぶ評判を上げてもらってい

るのですが，そんなに大した人間ではあり

ません．ただ，この領域，データ分析など

に関しては20年弱の経験を持っているの

で，その知見で僕が見てきたここ20年の日

本の景色のようなものをお伝えできればと

思っています．よろしくお願いします． 
今日は，まず簡単に自己紹介と，なぜ

DXが十分に進まなかったかという話，そ

れから，新たな機会なのか脅威なのか，生

成AIというものに触れて，最後にどうして

いけばいいのかというような話ができれば

と思っています． 
 

■会社紹介と自己紹介 

会社は2004年3月に立ち上げました．ど

んな会社かというと，当時はまだビッグ

データという言葉もなく，強いて言うなら

ば，この領域にはデータマイニングという

言葉がありまして，大量のデータから価値

がある知見を導き出すということで，創業

時はビッグデータの会社というよりは，

データマイニングの専業会社として立ち上

げましたと自己紹介していたのを今でも覚

えています． 
当時は，インターネットが今後どんどん

普及し，ネットで完結するビジネスが増え

ていくという状況の中で，逆に人が減って

生産性を上げていかなければならないこの

国で，ネットで何が起こっているか分から

なくなってしまったら，データから状況を

把握する能力がなければ，生産性を上げる

どころか下げてしまうということで，これ

からの時代，データ分析の能力を社会に提

供していくと世の中が良くなるのではない

かという思いから，会社を立ち上げまし

た． 
ですから，当時はデータ分析の需要など

全くないですし，データサイエンティスト

という言葉も当然ありません．求人票を書

こうにも，僕らがやりたい仕事のできる人

をどう表現すれば求人できるのだろうかと

いうところから始めていました．アナリス

トとしてしまうと当時証券アナリストは出

てくるのですが，データを分析できる人は

出てこないという状況でした． 
2004年に会社を立ち上げて，そういうと

ころから始めていき，2010年ぐらいから

ビッグデータ，2012年にAI，ディープラー

ニングという言葉がだんだんはやってき

て，ようやく社会的認知を得るようにな

り，現状は東証のプライム市場に上場して

います． 
現在，代表者は関口という者で，僕の次

にバトンを渡した人間に代わりました．僕

はほぼ20年代表をやったので，これ以上

やっても老害だろう，若い世代に渡そうと

いうことで，この7月にバトンタッチをし

ました．今は会長職で，もう少し外部的な

活動に時間を割いていこうと動き方を変え

ています． 
私自身は先ほどの文系，理系の問題でい
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うとド文系で，会場近くにある慶應大学の

湘南藤沢キャンパス（SFC）ができた2年
目に入学しました．SFCは文理が曖昧なの

ですが，僕的にはちょっと数学が苦手だな

ということで敬遠して，そちらに走ってし

まった側です．仕事柄，今はデータサイエ

ンティスト協会の代表理事なども務めてい

るので，「え，文系なんですか？」と驚か

れてしまいますが，後からキャッチアップ

したタイプです． 
2004年のブレインパッドの設立は2回目

の起業で，1回目は友人とフリービットと

いう会社をつくったのですが，「それより

もデータの方が大事かな」ということで独

立して，2004年からこの会社をやっていま

す． 
ブーム到来以来，データサイエンティス

トという言葉が急にビッグデータという言

葉と一緒に輸入されてきて，データサイエ

ンティストが必要だと急にみんなが言い始

めるのですが，定義が曖昧です．日本人の

悪いところは曖昧なまま言葉を使ってしま

うので，ミスコミュニケーションという

か，分かっていないのに分かった気になっ

てしまうようなところがすごく多いので

す．職業でそんなことが起こってしまう

と，データサイエンティストになったつも

りで手を挙げて，データサイエンティスト

のつもりで採用したのに，実はすごくちぐ

はぐな状況で，誰も悪気はないのにミス

マッチから不幸なことや期待外れなことが

起こっていました． 
その当時，既に10年ぐらいビジネスをし

ていて，僕ら自身が求人の面で散々苦労し

てきた経験上，この部分をきちんと定義し

ないといけないということで，一般社団法

人データサイエンティスト協会（DS協
会）をつくりました．非常に難儀な仕事で

したが，スキルやナレッジに関して仮でも

あった方がないよりはましで，一本化され

ることが重要です．それを批判されよう

が，そこから改定版などが出ていけばいい

話なので，まず1回決めてしまおうという

ことで立ち上げて，そうしたことをやりま

した． 
結果として今はIPAさんも僕らの作った

基準に準拠いただいていて， DS協会が決

めた基準をITSS+(ITスキル標準+)のデータ

サイエンティストの部門に関していうと参

照いただいているので，実質上一本化する

ことができました．一本化して責任を背

負ってしまったので，2年に1回はその標準

を改定しなければいけないということで，

大変な仕事は続いています． 
あとは，東大の松尾先生が一般社団法人

日本ディープラーニング協会（JDLA）を

つくるときにもDS協会を先に立ち上げて

いたので，その知見を共有するという意味

で設立に参加させていただきました． 
ということで，一貫して，とにかくこの

国に「データをきちんと活用していく文

化」を根付かせようという思いで，社会人

生活はそこにほぼ費やしています． 
僕は日ごろ経営者やビジネスマンにはよ

く話をするのですが，主にアカデミアの

方々に対して話すことはないので，学会の

基調講演など本当に恐れ多く，ちょっとず

れた話もしてしまうかもしれませんが，お

許しいただければと思っております． 
 

■なぜ，日本ではDXが十分に進まなかっ

たのか？ 

では早速，本題のなぜ日本ではDXが進

まなかったのかという話に移っていきたい

と思います． 
まずデジタルトランスフォーメーション

（DX）の定義なのですが，これも先ほど

の言葉を分かった風に使って会話がかみ

合っていないものの典型だと思います．よ

く単にITシステムを入れることをDXと

言ってしまうような旨もあるのですが，こ

こで言っているのは本当にトランスフォー

ムしている，変態しているという話です． 
一方で，なぜトランスフォームしなけれ

ばいけないのかという議論もあると思いま

す．十分に豊かな生活をしていて，大きく

不便がないのに日本は遅れていると言われ

て，逆になんでそんなに変わらなきゃいけ

ないんだろうと思って当然かもしれませ

ん．だから，本当になぜトランスフォー

ム，変態，変わっていかなければいけない

のかという部分に関して考えなければいけ
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ないと思うのです． 
世界時価総額ランキングTOP10は最近よ

く出てくる表なのでご存じだと思います．

「失われた30年」という言い方は他責感が

満載なので僕は好きではなくて，明らかに

自分たちのミスで失ってしまったので

「失った30年」という表現の方がいいと思

うのですが，平成の30年間で世界の，少な

くとも株式マーケットにおける存在感はも

う皆無になってしまいました． 
世界時価総額ランキングTOP10で，平成

元年（1989年）は日本企業だらけでした．

欧米企業は6位にIBM，8位にエクソン，10
位にロイヤルダッチ・シェルの3社が入っ

ていて，他は全部日本の企業でしたが，平

成の終わった年（2019年）はTOP10に日本

企業は1社もありません．日本の最上位は

トヨタで確か43位という形でした．今年の

ランキングを見てみると，日本はTOP50位
から消えています．少なくとも株式市場で

は，残念ながらTOP50に日本企業が1社も

ないという状況になってしまっているので

す． 
また，すごいのは世界の大企業は成長し

ているのです．株価という意味が前提です

が，Appleは9600億ドルぐらいから，今は2
兆3000億ドルでしょうか．上がったり下

がったりしていますが，それでも2019～
2023年のわずか数年間で，この規模で大き

くなっている．ある種，異常といえば異常

ですが，日本企業の存在感が全くなくなっ

てしまいました． 
これは何かというと，先ほど言ったとお

り僕らの生活が著しく悪くなったわけでも

何でもなく，僕らがただ変わっていないだ

けです．その間に世界がものすごく変わっ

てしまって，結果として株式マーケットは

未来の情報を取り込みますから，その意味

はもう未来は変わっていかない，日本企業

は変わっていかないねと思われてしまって

いるということです． 
株価が低いと買収などまたいろいろ不都

合なことが起こってきます．最近だと

PBR1割れといって，持っている資産より

も株価の時価総額が低いことが問題になっ

ています．この状態を放置して円安が続く

と，海外からするとより割安に，ただでさ

えPBRが1を割っているのに，しかもそれ

が為替的にも安いとなると買ってしまえと

いう話にもなってきますので，いろいろ問

題が生じます．ですから，この30年ちょっ

とでITを利用して付加価値を生んでいくと

いう部分に関しては十分にキャッチアップ

できず，成長できていなかったことが一つ

の大きな問題です． 
「便利な生活をしていますよね？」と言

われて，そうなのですが，気付くと，例え

ば僕は朝，Apple Watchの目覚ましで起き

て携帯を見ますけれど，これもiPhoneじゃ

ないですか．今日の講演の資料を最後に整

理しようと思ってAppleのMACにつないだ

ディスプレイを見ると，それもHUAWEIな
のです．掃除機を見たらダイソンだし，ド

ライヤーもダイソンだし，日本製品は何だ

ろうと思うと，洗濯機と冷蔵庫しかありま

せんでした． 
笑っていらっしゃいますが，皆さんも改

めてカウントしていくと，平成元年の時価

総額TOP10の日本企業は金融機関ばかりで

したが，多分若者の生活はウォークマンで

音楽を聴いて，家にラジカセがあって，テ

レビはソニーやパナソニックでという時代

だったと思います．でも，今は若者のとこ

ろに行くとテレビがなかったりしますし，

子どもが見ているのはiPadか何かのタブ

レットで，どちらもOSがGoogleかAppleで
すよね．見ているサービスもYouTubeか
Netflix，Amazon Primeかもしれないし，買

い物は当然Amazonで買うような感じに

なってしまっています． 
バブルのころは世界中，アメリカでもど

んどん日本車が増えて，テレビは日本製

で，アメリカ人が脅威に感じたかどうかは

別にして，当たり前に日本製品が世界中の

少なくとも先進国と言われる環境にはあっ

たと思います．でも，今は多分そういう状

況ではなく，テレビはSAMSUNGだった

り，そもそも家にテレビがなかったりしま

す． 
このような形で，社会は変わっていない

ようでどんどん変わっていて，豊かな生活

なのですが，それを支えているものが日本
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のテクノロジーやサービスではなくなって

いくという変化が進んでいます．そういう

状況が株価などにも反映されているので

す．これを是としているわけではないで

しょうが，これを放置していたからこう

なっていたり，ずっと生産性が上がらない

と言われています．人も減って，この先ど

うするのかとますます先が暗くなるという

か，明るい展望が見つけにくい状況にどん

どんなっていっているところがあると思い

ます． 
だから，僕らの生活は便利なのだけれ

ど，やはり変わっていっているし，そこに

対して僕らが価値をうまくつくれていな

い，踏み込めていないのは事実なのだと受

け止めていかなければいけません． 
GAFA+Mが本当に顕著で，少し古いデー

タですが，東証一部を全部合わせた時価総

額よりもGAFA+M 5社の方が高いという状

況になっています．こうすると，逆に

GAFA+Mを生めなかったことだけが問題で

はないかという向きにもなってしまうの

で，もう一つデータを出します． 
次は日経新聞の記事から持ってきたので

すが，日米それぞれの時価総額TOP100を
設立からの経過年で集計すると，アメリカ

では社歴が50年未満の会社が確かに多いの

です．一方で，100年以上の企業がアメリ

カも多く，先ほど見ていただいたとおり，

日本はほとんど株価が変わっていないのに

対して，アメリカは大きくなり続けていま

す．その意味では，アメリカではやはり巨

大な古い企業がちゃんと価値を生み出し続

けているわけです．もちろんGAFA+Mが始

めた新しい産業の新しいサービスも大事だ

けれども，大きな会社もちゃんと変革して

新しいサービスなどを生み出してきている

から，アメリカの今の強さがあり，相対的

に日本が遅れてしまっている，あるいは少

なくとも世界の競争から取り残されつつあ

るという状況なのではないでしょうか． 
IMDの調査でも順調に順位を落としてい

ます．つい最近，最新のデータが出て，昨

年は「世界競争力年鑑」で34位だったの

が，今年は35位に落ちましたし，「世界デ

ジタル競争力ランキング」でも29位から32

位に下がりました． 
新しいデータはまだ分析できていないの

で，去年のランキングですが，その中でも

ビッグデータの活用などは63カ国中63位で

す．今年は64カ国中64位になっていまし

た．対象国が増えた分だけ順位が下がって

いるという状況です． 
すみません，これは自分として本当に責

任を感じていて，20年この領域をやってい

て，この状況は何なのだろうかと．そもそ

もこの講演資料というか，このテーマで僕

が考えるようになったのは，この状況に関

して僕は人生を20年無駄にしたのかなと

思っていて，何がいけなかったのだろうと

いう反省から，実はこの辺の考察が始まっ

ています．ですから，僕はこれを他人事と

して笑っていません．何ができるのだろう

とすごく考えていて，今日はそういうお話

になります． 
とにかく日本はITに投資していない．IT

を重視して来なかったのです．これはデー

タが少し古いのですが，1995年を起点にIT
に対しての投資の推移を2015年まで見る

と，日本は横ばい，アメリカは約2.4倍に

なっています．1995年に何があったかとい

うと，Windows 95というOSが出て，OSに
デフォルトでインターネットに接続する機

能が付きました．だから，PCを買ってきた

ら，電話線をつなげればインターネットに

つながるという時代がここから始まったわ

けです． 
これが意味することは何かというと，そ

れまではITというと研究者が使うか，社員

が使うものでした．だから，少々使いづら

くても頑張って使ってくれたわけです．で

も，ここから先はブラウザ越しに，2007年
以降はiPhoneが出てアプリ越しに，消費者

が使うものになりました．ですから，使い

やすいソフトでないと使ってくれない．使

いやすいソフトを作ることが差別化につな

がる時代，あるいは接点がソフトウェアに

なったので，お客さんの行動がデータで取

れるような時代が，ここから始まっていま

す．それを活用するもしないも，やはりそ

の主体次第という状況が始まっていくわけ

です．2012年からは，ディープラーニング
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を含めた技術革新が続くという状況になっ

ています． 
この間，日本はITに関して投資を増やし

ていなくて，ほぼ横ばいです．それに対し

てアメリカは，増やし続けているわけで

す．途中，ドットコムバブルがはじけたと

きやリーマンショックのときに少し落ち込

みますが，基本は右肩上がりに投資を増や

し続けていました． 
そうすると何が起こるかというと，当然

いろいろなチャレンジをすれば，失敗もし

ますし，成功もします．失敗も成功も経験

値で，その経験が人や組織にたまるわけで

す．かつ，向こうは流動性も高いので，そ

の経験を持った人がまた他の業界などに出

ていって，その知見も広がっていくという

循環が回るのですが，日本はそもそもチャ

レンジしていないですし，労働の流動性も

高くないという状況です．ですから，その

意味でもITを活用して何かを生み出すとい

う経験値が国に広がっていかなかったのだ

ろうと思っています． 
先ほどの1995年以降の流れを僕なりに考

えると，こんな感じになります．細かくは

説明しませんが，やはりインターネットが

普及することで，ビジネスが変えられるよ

うになったわけです．変えられるときに変

えたか変えなかったかという話だと思うの

です．Amazonのような会社がどれだけ増

えたか．日本だと楽天はいましたが． 
あと，情報の発信コストも下がったので

個人がどんどん主役になっていきます．個

人もデータ配信が可能になってきてブログ

などが生まれたり，サイトがどんどん増え

ていくので検索エンジンもどんどん強く

なったりという形で伸びてくるので，ベン

チャーがどんどんできてきて，それを助け

るベンチャーキャピタルもどんどん出てき

ます．そして，ベンチャーがIPOして大金

持ちになった人がまたお金を出すというこ

とで，好循環，エコシステムが回り出す． 
当時，すごく覚えているのは，Webサー

ビスを一つ作ろうと思うと，たくさんお客

さんが来たら大変だからとサーバーを100
台ぐらい買うのですが，全然来なくて，そ

のサーバー代で倒産してしまう，でも，そ

こを用意しておかないとお客さんがたくさ

ん来たときには機会損失が起こってしまう

という話で，そういう中からクラウドサー

ビスが出てきました．これができたこと

で，よりたくさんいろいろなチャレンジが

生まれるようになりました．ピボットとい

われる1回目のアイデアが失敗しても，二

の矢，三の矢ぐらいまではうまく資金調達

を受けて，そうすると成功確率も上がって

いくという感じが出てきます． 
そこにスマホなども出てきて，そうする

とスマホはセンサーの固まりなので，セン

サーの価格も下がっていく．そうすると，

IoTデバイスも増えて，リアルの社会がど

んどんデータにしやすくなるという循環

と，データがあふれ返って人では判断でき

ないタイミングでディープラーニングとい

う技術が発達したことで，その大量データ

も解析可能になるいうところで，さらに

データの利活用が進むという循環が出来

て，今はその上に生成AIのブームだった

り，DXのブームが来て，そういうものを

活用していかないとサービスが陳腐化して

しまう．そういうものを使うことによって

新しい社会の負を解消できるようにしなけ

れば，先に実行した会社が新しい価値を

持っていってしまうという状況が生まれて

いるのではないかと思っています． 
インターネットにつながっている人は，

ホームページが出来上がった初期は5000万
人ぐらいだったのが，今では43億人もいる

そうです．だから，ざっと100倍ぐらいに

なったわけです．100倍になっている中

で，これだけの技術が進んでいるので，そ

れを活用してうまくいった会社とうまくや

らなかった会社だと，当然差は付いてしま

うという状況でしょう． 
あと面白いのは，最近の研究を引っ張っ

ているのは，少なくとも大量データが必要

な領域に関してはテックカンパニーです．

そこはアカデミアの変化でもあるのかなと

個人的には思っています．一番大量のデー

タを持っているのが企業という状態なの

で，やはりそこでどんどんと技術が進んだ

り，少なくともデータ依存型のアプローチ

に関していうと，研究を引っ張っていくの
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が大企業になりました．これは多分，アカ

デミアのこの領域にも影響があった大きな

変化のように思っています． 
この流れは，いろいろな人が言っていた

のです．皆さんご存じだと思います，ブラ

ウザのNetscapeを作ったマーク・アンド

リーセン，今はシリコンバレーの投資家に

なっているのですが，彼が2011年にブログ

だったかワシントンポストか何かに

「Software is eating the world」というコラ

ムを書いています．これは，あらゆる産業

がソフトウェア越しにサービスを提供する

ようになる，例えばAmazonは本を売って

いるけれど，やっているのはソフトウェア

を書くことで，いいソフトウェアを書けな

い会社は駄目になってしまうし，ソフト

ウェアを書ける会社がいろいろな産業を

ディスラプトしていくよということを称し

て，eating the worldと言ったのです．10年
以上前にそんな時代が来ていると予言して

いて，世の中はそのとおりに進んできたと

いう状況ではないでしょうか． 
このような中で，日本は投資をしてこな

かったことと，投資の内容も課題でした．

米国企業はIT投資を増やし，日本企業は増

やしていないのですが，IT投資を増やしま

すかという質問に，増やすと答えた会社自

体が先ほどの調査のとおり少ないのです

が，その中で増やすと答えた会社にどんな

用途か聞いた調査があります．最初は2013
年に日米でやったのです．その結果が思わ

しくなかったので，2017年に日本だけ追跡

調査をして，2020年に似たような調査をも

う1回やっています． 
2013年及び2017年を見ると，アメリカで

は製品/サービスの開発強化のためにITに投

資していて，ITによる顧客行動や市場の分

析はビジネスモデルを変えるためにも投資

していると答えています．対して日本の

2013年ではITによる業務効率化／コスト削

減のための投資が多くなっています． 
何が違うかというと，コスト削減という

と効果が読みやすい．もちろん開発が失敗

したらべらぼうなコストがかかりますが，

成功したらどれぐらいのコストが減らせる

か，ある程度算段可能なので，「投資規模

に対してROIが取れるよね，じゃあやろう

か」みたいな投資です．対してアメリカの

チャレンジは，ビジネスモデル，製品/
サービス，開発を強化したところで，新し

い領域でうまくいく保証はありません．ビ

ジネスモデルの変革もそうですね．だか

ら，リスクはあるのです．でもその中で，

ITは掛け算をしないと価値を出せない，あ

るいは競合にやられてしまったら奪われて

しまうという危機感からなのか，成長への

渇望からなのか，そういうリスクを取って

投資をしています． 
日本はガチガチのROIが読めるところに

しか投資しないような傾向で，2017年に追

跡調査をしても，大きな傾向は変わってい

ません．2020年，割と直近でも，やはりア

メリカはITによる顧客行動/市場の分析強

化，市場や顧客の変化への迅速な対応，IT
を活用したビジネスモデル変革，ITによる

製品/サービス開発強化に，日本は働き方

改革実践のためが1位で，2位は2013年，

2017年に1位であったITによる業務効率化

／コスト削減です．働き方改革実践が1位
になっていますが，やらなければいけない

か，法令で遵守しなければいけないか，も

う確実にROIが取れるものしかやらないと

いうような傾向は，残念ながら今も変わっ

ていません． 
このような状況が長く続いたので，日本

の業界構造は次のようになっています．日

米を比較しているのですが，アメリカは攻

めのIT投資をしているので，外注してしま

うと何を作ろうとしているか漏れてしま

う，スピードも遅くなるし，時間もコスト

もかかるということで，内製志向です．日

米だとITエンジニアの数に4倍ぐらいの開

きがあるのですが，より開きがあるのは内

製人材で，企業の中に居る人材の数には9
～10倍近い開きがあるように思います． 
皆さんご存じのとおり，日本は外注に依

存しているのです．守りのIT投資をしてい

る分には，似たようなシステムを作った人

に外注した方が開発の失敗のリスクも減ら

せるから合理的です．守りのための領域の

ノウハウなので多少漏れても困らないし，

逆にノウハウを持っているところから拝借
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というか，持っているところに作っても

らった方が効率もいいということで，守り

のIT投資をしていく分には，この産業構造

は非常に合理的なので，別に批判される理

由もない．ただし，攻めには全く向いてい

ないという状況だと思います．外注しない

といけないし，内製と言いましたが，日本

のユーザ企業に属するIT技術者の数が少な

いので，外注の管理に時間が取られてしま

い，多分そこまで内製している人はたくさ

んいないと思います． 
では，IT企業に属するIT技術者がユーザ

企業に転職すればいいのかというと，経験

上そんなに簡単な話ではありません．言わ

れたことを作ることが仕事と思っていた人

たちが，事業会社に行ったら急にアイデア

が出てくるとか，ビジネスが理解できるか

ら何か作れますという状況には，簡単には

なりません．かなりきちんとしたエデュ

ケーションを受けるというか，マインドを

変えてもらわないと難しいところで，今，

この直近で大事だと分かってもなかなか動

けないのは，長く引っ張ってしまったこの

産業構造にも足を引っ張られている状況が

あるかと思います． 
今年の頭にガートナーが調査したもの

で，企業がITを内製した方がいいと思って

いるという意向が出たので，とうとう日本

も変わるかなと思ったのですが，その理由

の一番は開発コストの削減（SIに支払うコ

ストが高額のため）となっていました．コ

スト削減のために内製化しようとしている

のですが，安く使えるからということだと

本当にいいエンジニアなんて来ないこと

は，皆さんは分かりますよね． 
これは今年の調査です．今年の頭発表な

ので調査自体は昨年末かもしれませんが，

このご時世になってもまだこんなことを日

本の経営者は言っているのです．これは非

常に大きな問題だと思います．ビジネスへ

の柔軟な対応などいわゆる攻め的な要素

は，内製の目的としてはまだ下位なので

す．内製の目的の上位は割とオールド

ファッションな思考の結果として内製化を

考え始めているという話で，こんなマイン

ドでは絶対にうまくいくわけがありませ

ん．いい人が来ないですからね． 
結果として，そうは言っても仕事はある

ので，日本ではIT産業だけが伸びていま

す．2000～2020年で，日本における全産業

の伸びは0.3％で，情報産業だけは2.4％伸

びています．アメリカはもっと伸びていて

3.7％ですが，アメリカでは他の産業も

1.6％伸びています．日本は本当にIT産業し

か伸びていないのです． 
逆に，IT産業は何のためにやっているか

というと，他の産業を強くするためにITの
システムを作ったり，計算機などを提供し

ているはずなのですが，それが他産業の成

長につながっていない．それは，先ほど見

たとおり，そうつながるところに使ってい

ないからです．コスト削減はできても，新

しい付加価値をつくる方にきちんとITが使

えていない．これが非常に大きな問題だと

思っています． 
DXだ，DXだと湧いた数年だったと思い

ますが，そのような中でも企業のIT予算は

ランザビジネス，つまり運用系で，バ

リューアップという攻めの投資との比率

は，ずっと変わっていません．これは逆に

いうと，もう技術負債も含めてやらなけれ

ばいけないというところもあるので．だっ

たら追加でもっとお金をかけて投資をすれ

ばいいと思うのです．そうしたら，比率は

変わると思います．でも，そこはできてい

ないのが今の状況だと思っています． 
ITをどう使うかは経営者の責任です．結

論を言ってしまうと，経営者がいけなかっ

たという話に尽きるのです．ただ，これだ

と話が終わってしまうので，もう少し話し

ますが，どこかに呼んでいただいたらこの

話をひたすらしています． 
一例で言うと，一時期ERPがはやりまし

たが，アメリカの場合はERPを入れようと

思ったら，チェンジマネジメント，そのシ

ステムに人が合わせなければいけないの

で，抵抗されるのです．でも，変われと

言ってやるわけです．システムに人を合わ

せて生産性を上げる，効率化する．でも，

日本はそれができない．現場の抵抗に対し

てやれと言えないものだから，結局，人に

システムを合わせて余計なアドオンを作っ
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てしまい，ERPのバージョンアップもでき

ないで運用コストが上がってしまうという

感じで，結局，トータルで「生産性は上

がったんだっけ？」という話になってし

まったわけです．それで今，コストも非常

に重くなっている部分もあったりします． 
かといって，何か分からないから様子見

にしてしまうとどんどん技術が先に進んで

しまうという世の中なので，やはり経営者

がリスクを取ってやるということでない

と，新しいテクノロジーを採用して会社や

ビジネスを変えていくことはできません．

ここに関しては経営者の責任が本当に大き

いと思っています． 
今，起こっていることは，もともといい

サービスを提供して，大量のデータが集ま

るから，データ分析をして，それでサービ

スを改善するというテックジャイアントが

得意としたサイクルがあります．これが

今，IoTデバイスなどの普及でリアルの世

界でもデータをIoTデバイスで取れるの

で，それをデータの世界で分析して，大量

のセンサーデータは人が分析しても何のこ

とか分からないので，AI的なものを使う

と，リアルタイムに集まるデータも処理が

可能になります．それをうまく使えば，現

実世界を最適化することができるというサ

イクルが今，可能になってきている．これ

がここ5年，10年のトレンドだと思ってい

ます． 
これができるのだとすれば，これまでイ

ンターネットの世界だけで起こっていた

データを使って改善するというサイクル

が，あらゆる産業に浸み出し始めていると

いうのが今の状況です．ここでやらなけれ

ばいけないことは，現実世界にあるいろい

ろな理想や課題がまだまだ存在すると思う

ので，それを実現/解決するために，現実

世界のどこの部分をデータにして，それを

どのように分析し，どのようにフィード

バックしていくと良いサービスができるの

か，課題が解決できるのか，状況が最適化

できるのかと構想して，それをシステムに

落としていくということです． 
でも，残念ながらそのような新しいデジ

タルを使ったサービスは，ほとんど海外か

ら，特に米中から出されていて，日本初の

もので最後に世界で「おおーっ！」と言っ

てもらえたのは，多分iモードぐらいだと

思います．2007年にスマホが出て以降は本

当に何もないという状況だと思います． 
ただ，社会に対してのデジタルの浸透は

まだまだ端緒についたばかりとも言えま

す．インターネットが大きく変えたのは，

そうはいっても広告と小売だけだと言われ

ていて，それ以外の産業の方が大きいわけ

です．今言ったとおり，この領域にデジタ

ルがどんどん入っていく時代になってきた

ので，スタートは多少遅れてしまったかも

しれませんが，まだまだ挽回の余地はあり

ます．日本が強い領域でそういうものを生

かしていけば，勝ち筋というか，その陳腐

化を止めたり，世の中の先を行くことは，

まだ十分可能ではないかと思っています． 
 

■新たな機会or脅威 ～生成AI～ 

そのような状況の中で，生成AIというも

のが出てきました．今日は主題ではないの

でそんなに多くは話しませんが，生成AIは
インターネットやスマホ以来のインパクト

があるといわれています．やはり言語でい

ろいろ指示して作業してもらえる．いろい

ろなことができるという意味でも汎用的で

すが，多くの人が普通に使えるところが大

きいと思います．多分，いろいろな仕事の

あり方を変えるだろうと言われていて，も

ちろん技術的にそんなに行かないのではな

いかという向きもありますが，ただ，行っ

てしまったときに本当に大丈夫か，絶対に

生成AIが世の中を変えるかどうか確認して

からやろうと言ったときには，もう変わっ

てしまっているわけです． 
ARやWeb3でも，ここまで全世界的に次

はこれだというコンセンサスにならなかっ

たじゃないですか．一部の人は熱狂的に信

じているし，今でも信じてやっています

が，ただ，ここまで世の中が動く方向では

ありませんでした．1回ここまで動いてし

まうと，やはりそこに人材やお金が集まっ

てしまうので，起こらなかった変化も起こ

り始めてしまうという状況でしょう．そう
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いう閾値はもう完全に越えてしまっている

と思うので，多分しばらくはここに投資が

集まり，その結果として，膨大な電気代や

チップなどを消耗しながらも，発展すると

思うのです．ですから，ここに関して完全

に眺める方に回るということは多分なく

て，これをどう取り込めるかをやはり考え

ていかなければいけないのだろうと思って

います． 
生成AIの話はご専門だと思うので端折り

ますが，起こっていることをざっくりお話

しすると，2020年にスケール則がLLMの領

域で確認されて，とにかく計算量やデータ

量，モデルの複雑さなど，規模が増したら

性能がなぜか急に上がることが発見された

ので，そこからはもうパワーゲームになっ

てしまっている．これが一つのトレンドで

す． 
昨年GPT-4が出て，ものすごくいい性能

が出ています．GPTは2017年とか2018年に

順次発表されているときから注目されてい

たのですが，社会がこれだけ興味を持った

のは，やはりChatGPTというアプリケー

ションになってからです．誰もが使えて，

ソーシャルで「こんな使い方をしたら，こ

んな結果が返ってきた．すげー！」という

ものが流布して，「じゃあ，俺も使ってみ

よう」ということで，どんどん広がってし

まいました． 
実際はもう想定外の使われ方をして，

OpenAIも「こんなこともチャットGPTは覚

えていたのね」みたいなことが後から確認

されて用途が開発されていくというよう

に，ある種の社会現象になっています．松

尾先生が社会現象としてのチャットGPTと
いう表現をしているのですが，2カ月で

あっという間に1億人ユーザーに到達し

て，現在もマンスリーのアクティブユー

ザーが1億人，試しただけではなく，その

ぐらいの人が定常的に使い続けているとい

うデータがあります．OpenAIの発言を信じ

ればですが． 
Facebookを作ったMetaという会社が作っ

たThreads，こちらはX（旧Twitter）みたい

なもので，イーロン・マスクが暴れまくっ

たせいで対抗馬に1回ガッと集まったので

すが，そんなに今は稼働していません．こ

ちらは5日で1億人ユーザーに行ったのです

が，アクティブユーザーはそこまで行って

いないと思います．でも，ChatGPTは使わ

れ続けているという状況だと思います． 
OpenAIはサム・アルトマンが解任されて

戻ったりとドタバタしていますが，あれも

ちょっと本当に面白いと思っていて，多分

1兆円以上の価値がある企業が消えてなく

なりそうになったわけです．簡単に言って

しまうと，飛ばしたら社員がみんなマイク

ロソフトに移るぞと言われて，結局，飛ば

した人たちが戻ってきてくれと言ったので

すが，あれは本当に象徴的で，人が全てと

いうことです． 
もちろん，アルトマンが戻ってこなかっ

たら辞めてやると言った人たちも，ものす

ごい規模のストックオプションが実行直前

で，売却できるタイミングだったのに，そ

の価値がゼロになりそうだったので，社員

も必死で価値維持のためにアルトマンを戻

そうとしたという人間っぽいところもあり

ますが，今は従業員の知見の方がすごく大

きな時代です． 
今，シリコンバレーでも本当にファン

デーションモデルを作れているベンチャー

は10社ないぐらいです．それはなぜかとい

うと，ファンデーションモデルのための学

習料が1回100億円ぐらいかかるわけです．

いくら金が集めやすい時代とはいっても，

やはり100億円はどぶに捨てられる金額で

はないので，失敗できません．そうすると

経験者を雇うしかないという話で，そうい

うベンチャーに入っているトップの人たち

は，みんなDeepMindかOpenAI出身者で

す．この十数人に金が集まっている，ここ

の経験にお金が集まっているという状況，

人が全てという状況なのです．それがマイ

クロソフトに行ってしまったら，1兆円の

価値が一夜で消えてしまうという中で，結

局，人やノウハウが本当に重要な時代に

なってきていることが改めて確認された事

件だったと見ています． 
ChatGPTの作り方は端折りますが，

ChatGPTは何かというと，自然言語の生成

エンジン，かつ知識ベースで，この掛け算
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だと思っています．表現を要約してとか，

誰々風に，何文字で，逆に文字量を増やし

てというように，表現を自由に指定どおり

に編成できることと，いろいろな知識を

持っていることの掛け算だと思っていま

す． 
だから，日本語独自のものを作らなけれ

ばいけないという議論があって，茶道につ

いてチャットGPTに質問すると，めちゃめ

ちゃなことしか返ってこないのです．やは

り茶道に関しての記述はほとんど英語でな

されていないし，日本でもそんなに記述さ

れていないので，結果として全然知識とし

て得ていないというところがあったりしま

す．一方で，日本語だけで作ると，論文な

どは日本語で書かれている本数が少ないの

で，今度は少なくとも論文検索の知識ベー

スとしては全く役に立たなくなってしまっ

たりします．その意味では今，日本語版の

LLMをどう作るかという議論が盛んに行わ

れていて，その試行錯誤はやはりやってい

かないといけないのですが，ただ，本当に

あんな規模の計算を回せるのか，GPUも足

りないしというところでは，この領域も非

常に悩ましい状態にあると思っています． 
これも皆さんご存じだと思いますが，

GPTは解任劇の少し前にDevDayをして，か

なりアップデートされました． 
現状として，今起こっていることとして

は，そうはいっても儲けているのはクラウ

ドベンダーとエヌビディアだけです．チッ

プベンダーとそれを使ってクラウドサービ

スを提供している，この二つが稼いでいる

人たちです．その他のプレーヤーは，エン

ジンの作り方やアプリケーションの作り方

を一気通貫でやるか，分業するか，オープ

ンにするかというところで違いはあります

が，これらはまだどこもきちんと稼げてい

るところは生まれていないのが今の状況で

す． 
その意味では，まだ本当の勝者は全然分

かっていない状況ですし，Googleなどはま

だまだ地力がある中で，OpenAIとどこまで

肉薄するかという話は興味深いと思ってい

ます． 
生成AIに関してのリスクもいろいろあり

ます．個人的に面白いなと思っているの

は，規制すべきだという部分に関しても

真っ二つに意見が分かれていることで，や

はりちょっと示唆的だなと思っています．

アルトマンやGoogleのDeepMind（現在の

Google Brain）のデミス・ハサビスも規制

すべきだと言っているのですが，そうじゃ

ないよと言う人たちもいるので，意見が完

全に分かれてしまっていて，これ自体が何

が起こっているかを人類が正しく把握でき

ていない示唆なのかなと．最先端の人たち

の意見が一致しないのは，やはりある種の

気持ち悪さを感じます． 
あと，問題になるのは電気で，何のイノ

ベーションもなかったらという試算ですけ

れども，AI開発のために消費電力が増え続

け放っておくと発電量のキャパを超えてし

まうという問題もあります．世界の発電量

は，このまま何のイノベーションもなかっ

たら2040年には枯渇してしまうような状況

なので，いつまでも電気だけを頼りにやる

のは難しいでしょう．特に日本は電気代が

高く，石炭と石油を燃やして作っている電

気でやるという話で，GPUも足りなければ

電気代も高いという状況なので，経産省の

人などと話しているとそこも非常に頭が痛

いとおっしゃっていました． 
ただ，そんな中でもGPTは汎用技術だと

OpenAIが言っているのですが，うまく使っ

ていくと多くの人が恩恵を被れるものなの

で，そうなのかもしれないなと思っていま

す． 
いろいろな予測を見ていると，やはり社

会が変わると思ってみんなが使っているの

で，多分変わっていくと思うのです．です

から，このトレンド，生成AIに関してどう

活用していくのかというスタンスは，やは

り基本的に取っていかないと立ち遅れてし

まうのでしょう． 
実際，汎用技術はこれまでも新しい職業

を生み出してきたので，生成AIというもの

でどんな新しい職業が生まれるのかについ

ても，個人的には興味深いと思っていま

す． 
そうは言いながらも，チャットGPTが出

てからそんなに変わっていないと言う人た
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ちもいて，ハルシネーションの問題などが

あって安心して使えないという問題があり

ます．これまでは企業の人たちが作業を少

し効率化するという話で，主にビジネス面

での活用が多かったと思いますが，個人的

に興味を持っているのは，AmazonがAlexa
というスマートスピーカーに生成AIを入れ

ることが発表済みで，これが世の中に来年

出てくると，一般消費者としてもいろいろ

恩恵を被れるような状況が生まれるのでは

ないかと思っています．これがうまくいく

と消費者のニーズも高まってくるので，そ

れに応えたサービスを提供できないと，さ

らに劣後するような状況も生まれるかもし

れないと思って，どのレベルのものがリ

リースされるのか，個人的に興味を持って

います． 
うちの子どもは今でも朝，起きたら

「Alexa，音楽かけて」と言って人に話か

けるみたいになっているので，そのうちテ

ストの問題なども相談し始めるな，家で禁

止した方がいいのかなと真面目に思ってい

ます．どのレベルのものができたかによっ

ては，機能を少し制限しないと，勉強して

いるといっても部屋に行ったらAlexaに答

えを聞いているだけだったら困るなと思っ

たりしています． 
あとは，法人で一部リリースが始まって

いるCopilotですね．マイクロソフトの

Office製品に生成AIが入ってくるというこ

とで，日本円で1人当たり月額4000円ぐら

い増えるのですが，それに見合うだけの生

産性を上げられるところはどんどん使って

いくでしょう．これまで内部に情報システ

ム部などがなくてうまく使えなかったよう

な企業も，Office製品を買うだけである程

度の恩恵を被れる状況が出てくると，社会

の浸透がもう一段階広がります． 
その意味だと来年この二つがどんなふう

に社会に定着していくかによっても，生成

AIの社会への期待が上がり続けるのか，も

しかしたら「おや？」となるのかという分

岐点かもしれないと思ってウォッチしてい

ます． 
とにかく優秀な人が生産性をより上げ

て，あるいは具体的な体を動かす作業，接

客のようなものが価値を上げて，割と単調

な作業や調整などをしていた人の価値が減

るという人材のスマイルカーブ的なことが

起き始めていて，加速する向きがありま

す．最近，建設の人たちはどんどん人件費

が上がっていて，学歴に関わらずとび職の

人の年収が1000万円を超えているとも聞き

ました．変に学歴偏重の社会ではなくなっ

て，学ぶべきものを学んで価値を出す人が

きちんと評価される社会になっていくと，

具体的な作業や接客ができたり，抽象的な

思考ができる人の価値が高くなり，ルール

ベースな作業・判断・調整をする人はすご

くまずいという話です． 
また，日本的にはそうは言っても人を遊

ばせる余裕はないので，具体的な作業，接

客ができるか，抽象的な思考ができるかの

どちらかに行ってもらうために何ができる

かということをしていかなければいけない

と思っています．コンサル会社の人と話し

ていても，優秀な人，いわゆるリサー

チャー的な仕事が要らなくなってしまうの

です．上の人がChatGPTに指示してやった

方が，今はパワハラなどの問題もあり，厳

しいことを言ってすぐに心を痛めてしまう

ぐらいなら，ChatGPTはいくらやってもへ

こたれないので，彼らの性能に合わせて

少々面倒でも指示をたくさん出す方が早

い． 
できる人が生産性を上げるのですが，こ

れまでリサーチャー的にお金をもらいなが

ら経験値を上げていたような仕事がなく

なってしまうので，そういう人たちが経験

を積む場，あるいはそういうことができる

ように判断力を付けるための場をどう作っ

ていくのかが企業の中でも課題で，もしか

したら学校等の中でも何かそんな面が増え

ていくのかなと思っています．生成AIを
使って人を教育するとかトレーニングする

というようなもので，人手はかからないけ

れどきちんと育成するようにうまくやって

いかないと，短期的には生産性が上がるか

に見えるものの，長期的には人の雇用機会

を奪っただけで終わってしまうということ

が起こってしまう．それは少子化の日本だ

と許されることではないと思うし，もった
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いないことなので，ここに関して何かでき

ないか，いろいろな人と議論しています． 
 

■何をしていけばいいのか？ 

最後に，結局のところ，失った30年とは

変わらなかった30年だと大きくは思ってい

ます．ですから，変わっていかなければい

けないという思いがあって，よくチープ・

ジャパン，安いと言われるのですが，どち

らかというと陳腐化したジャパンという感

じだと僕は思っています．別に変わってい

ないのですが，周りが変わったせいでオー

ルドファッションというか，「遅れちゃっ

たね」みたいな状況だと思うのです．だか

ら，この状況を脱しなければいけないと

思っています． 
大事なことは，結局，新しい時代にトラ

ンスフォームすることです．デジタルはあ

くまで手段でしかないので，とにかく変

わっていかなければいけない．では，どこ

に変わっていくのでしょうかという話だと

思います． 
まず僕が一番大事だと思っているのは，

生産性を上げていかないといけないとき

に，ざっくり投下コストに対してどうやっ

てリターンを上げていくかだと思うのです

が，投下コストが少なくて同じものが作れ

るのも生産性が上がったといえますし，投

資を増やしてでもリターンを増やすのも生

産性を上げます．生産性が150％のとき，

大体コストを6％削るのも，収益を150から

320にして費用を100から200にするのも生

産性が160％に改善で，率でいうと10％増

える感じなのですが，日本人はこちら（コ

スト削減）ばかりやってきたのです．確実

に読めるから．コストの削減はできるか

ら． 
ただ，この問題は，リターンを増やそう

と思うと新しいジャンルのサービスを作っ

たり，マーケットを広げるようなことをし

なければならないわけです．そのために投

資もかさむから，投資を張ってでも増やす

というようなアクションをしなければいけ

ません．でも，簡単にメリ・デメをやる

と，コスト削減は何がいいかというと，や

はり確実性が高いです．こういう技術に投

資すると，これだけ工数が減る．あともう

一つ，これは現場で判断できてしまうので

す．現場に何かしろ，生産性を上げろと

言ったら，これしかやらないのは当たり前

です．自分のところに投資してリスクを取

るなんてことをできる現場はそんなにない

でしょうし，プレッシャーもあったこの30
年間，成果主義がどんどん普及した時代

だったので．でも，コストゼロの世界はな

いので，これには限界があって，頭打ちに

なってしまうのが問題です．あとは，基本

的に削る方向なので，賃金が上がってきま

せん．また，提供している価値の部分が本

質的に何も変わっていないので，陳腐化の

道を行っている状況だと思います． 
だから，こちら（新ジャンル・新市場へ

の進出）を目指すしかないという話で，こ

ちらは厳密に言うと無限ではないけれど

も，フィールドが非常に広いので，分子を

伸ばした方がいいという話です．あと，こ

のようにいろいろな機会も作れるし，投資

規模も増えるので，雇用も増やすことがで

きる，あるいは賃金を上げることができ

る．それで新しい価値を生み出すことに

よって，陳腐化の道から抜けることができ

ます．ただ，問題は不確実性が非常に高

く，必ず成功するとは限らないし，現場だ

けで判断できない．先ほども言ったとお

り，経営判断が必要です．投資を増やすと

かリスクを取るという行為になりますか

ら．この部分をどう実現していくのかがも

のすごく重要だと思っています． 
経営の話をしていても，海外の企業で中

期経営計画を出しているところはほぼない

そうです．4年先なんて分からないという

話も含めて．毎年毎年きちんとやっていく

ことの方が大事なのですが，日本は中期計

画が好きじゃないですか．第〇次中期経営

計画とか．かつ，それが達成しても達成し

なくてもうやむやで，次の第何次計画を出

すような感じで，海外の投資家から何だろ

うねと言われてしまっているそうです．読

めないものを無理に作って，気合いとか，

あるいはパワーポイントだけ作っても仕方

ありません． 
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今日は時間がありませんが，『OODA
ループ思考』というものがあります．皆さ

んもご存じかもしれませんが，もっと動的

に意思決定していかなければいけないよね

という状況で，それをこの本の中で書いて

います．皮肉なのですが，多くの日本人が

習慣として使う思考法，分かりやすく言え

ば考え方のクセは，今の時代に壊滅的に向

いていません．同調圧力や完璧主義，正解

志向，先走りたくないけれど遅れたくもな

い，思考停止など，全部が当てはまるかど

うか分かりませんが，心当たりがあったり

するのかなと． 
このようなマインドでIT投資もしてきた

ので，コスト削減の方ばかりに行ってし

まって，なかなか新しいものを生み出すこ

とができなかったという状況があるのでは

ないかと思っています．この部分は経営だ

けではなく，現場でもやれることではない

でしょうか． 
こんな話ばかりすると暗くなってしまう

ので，明るい材料がありますよという話を

三つして終わりたいと思います．明確な目

標が定まっているということ，人口動態の

変化が来ていますということ，インフレが

始まりますよという話です． 
一つは，経営者の頭の中にはいろいろ

あって，テクノロジーが生み出す何かにも

もちろん対応しなければいけないのです

が，もう一つ，確実に起こっている未来と

いうか，現在進行形の課題として，人口が

減ってくる，日本だと少子高齢化も進んで

くるという話があります．世界的に見て

も，先進国においては少子化など人口動態

が変わってきていることが大きな課題で

す．あとは環境変化が非常に厳しくなって

いて，それに応じて倫理観というか，環境

保護の意識や脱炭素の意識が出てきていま

すので，ここを満たせば明らかに勝ちなの

です． 
これまでの参入は，技術発展で新しい

サービスをうんぬんかんぬんでしたが，今

はそちらも大事だけれど，もっと大事なこ

とは人口減少や環境問題でしょうというも

のがあると思うのです．これは，僕らから

すると，解かなければならない問題がもう

セットされているようなものだと思うの

で，ここに対して何ができるかについては

考えやすいと思います．技術発展について

生成AIと僕は先ほど書きましたが，あちら

はまたどうなるか，動的によく分からな

い．でも，ああいうものを含めて解決しな

ければならない問題は人口減少や環境問題

だよねとセットして，そこに対して集中し

ていくことは可能ではないかと思っていま

す． 
ここまで社会的なテーマが決まったとい

うか，先ほど生成AIも決まったと言いまし

たが，もっと大きなテーマとして，人口が

変わっていく中で先進国はどうソフトラン

ディングするのか，環境問題に対して先進

国として，あるいは先進国の企業としてど

う責任を取るのかというものがあると思う

ので，そこに関してきちんと答えを出して

いくことは，尊敬される国として残り続け

るために非常に重要ではないかと思ってい

ます． 
ビジネスに関しては，生産年齢人口の過

半があと2年でミレニアム世代になりま

す．彼らは新しい価値観を持っています

し，テクノロジーに関しても親和性が高

く，彼らがリモートワークをしたいと言っ

たら，しないと雇用を維持できないので

す．辞めていってしまうから．だから，会

社はビジネスで雇用を維持するために変え

ていかなければいけない．彼らが支持する

ようなビジネスをしなければいけないとい

うところで，そういう圧力も企業に対して

かかる，経営者に対してかかるという時代

が始まります．社会的意義など先ほどの重

要性に関して問うビジネスをしないと人が

集まらないようなことが本当に起こってく

ると思っています．そういうものも，変わ

ろうとするための圧力としては非常に大き

いでしょう． 
政治に関しては，生成AIに対する動きが

速くて，ChatGPTを始めたサム・アルトマ

ンが初めて会ったアメリカ以外の政府首脳

は岸田さんです．岸田さんは広島のG7で広

島AIプロセスというものを提言して，つい

この間，合意しました．ですから，ここに

関してはすごく動きが速いので，前回のと
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きほど遅れてはいないように思います． 
最後に，インフレが始まります．先ほど

も出しましたが，こうやって日本企業がリ

スクを取らずに，賃金を上げずに貯めた現

金300兆円が内部留保として貯まっていま

す．これまではデフレ下だったので，お金

を取っておいても価値が減らないから別に

良かったのです．むしろ金利が下がってい

くと価値が上がっていくので，変なリスク

を取るよりも置いておいた方がお金の価値

は増えていました．でも，インフレが始ま

ります．ここはもうほぼコンセンサスとな

ると，放っておくとお金の価値が減ってい

くのです．だから，早くお金を使わないと

まずいという状況が，30年振りに日本に来

ます． 
これは明らかに企業の行動を変えます

し，僕らも変えなければいけません．正

直，僕も30年間ずっとデフレ下でやってき

たからどうしていいかよく分からないの

で，頭の中で試行実験を一生懸命やってい

ます．ですから，このお金が動きだす時代

が本当に来ると思ったので，これも投資先

として当然ITをどうするのかという話も出

てくると思います． 
だから，ここは動きだします．本当に明

確にやらなければならないことは決まって

いるのと，そこに対して労働者側からの圧

力が高まるということと，経営者としても

収支という意味でも，これから投資しない

ということは合理的ではない行動になって

しまうので，投資しなければいけない．何

に投資するかということは現場毎にいろい

ろ課題があると思いますが，変わっていか

なければいけないのかなと思います． 
ですから，日本はこれから確実に変わっ

ていきます．そこに対していろいろな立場

から日本が良くなる方向に提言し，行動し

ていくことが，少しでもいい日本をつくる

ために非常に重要なのではないかと思って

いますので，お互いに頑張っていければと

思います． 
 

（文責：編集委員会） 
 


